
Ⅰ．はじめに

　Beauveria bassiana（Balsamo）Vuillemin をマツノマ

ダラカミキリ（Monochamus alternatus Hope）の駆除

に利用する試みは，主に幼虫を対象として行われてきた

が，その殺虫効果にはバラツキがあった（1，2）。樋口・

中嶋は B. bassianaを培養したシート型の不織布製剤

（以下　シート型製剤）を伐倒・野積みした松くい虫被害

材に貼付し，ビニールシートを被覆する方法により，マ

ツノマダラカミキリ成虫（以下　成虫）の７０％が１４日以

内に死亡することを報告した（3）。また，興津らは，

松くい虫被害材へのシート型製剤の施用が脱出成虫の後

食や産卵に及ぼす影響についても考察した（4）。しか

し，この施用方法では，一定期間内に死亡しない成虫が

あり，これはシート型製剤と確実に接触していない成虫

がいるためと考えられた。

　そこで，本試験では，成虫がシート型製剤に触れる機

会を増すように施用方法を工夫し，その殺虫効果を調査

した。また，マツ苗木を設置した網室へシート型製剤と

接触させた成虫を放虫する方法により，シート型製剤を

用いた成虫駆除法のマツ枯損防止効果について検討した。

Ⅱ．材料および試験方法

　（１）シート型製剤の施用方法とその殺虫効果

　供試木は福岡県津屋崎町で１９９９年に自然枯死し，マツ

ノマダラカミキリ幼虫の生息が確認されたクロマツを使

用した。総材積が約０．１m３になるよう玉切りした，直径

３～１０cm，長さ１mの供試木２０本を社内の圃場に搬入

し，５段にはえ積みした後，網室（１m×１m×１m）

で覆った。シート型製剤（生菌数：２．０７×１０８cfu ／ cm２，

寸法：５０cm×５ cm×０．５cm，日東電工）の施用量は供

試木０．１m３当り１枚とした。

　２０００年５月９日に以下に示す３つの方法でシート型製

剤を施用した（図－１）。

①両側開放法：１枚のシート型製剤を８等分し，供試木

の両側の木口面上部に４枚ずつ固定し，ビニールシート

で屋根型に覆った。

②片側開放法：①と同様に，８等分にしたシート型製剤を

供試木の片側の木口面上部に６枚，もう一方の木口面上

部に２枚固定した。６枚施用した木口面を残し，ビニー

ルシートで覆った。

③１ヵ所集中法：成虫が歩行しやすいように，筒の内側

に網を取り付け，シート型製剤を固定した。筒を供試木

の上部に設置し，筒の下部と供試木をビニールシートで

覆った。直射日光と雨水流入を防ぐため，筒の上部に天

板を設置した。

　対照として，供試木をビニールシートで屋根型に覆っ

た無施用区を設けた。

　脱出成虫は毎日捕獲し，餌のクロマツ枝とともにフー

ドパック（１９cm×１２cm×３ cm）に入れ，屋外の日陰

で個体飼育し，生存日数と後食量を調査した。餌のクロ

マツ枝は社内の圃場で採取したクロマツの針葉を除去し

たものを用い，枝が食べ尽くされる前に新鮮な枝と取り

替えた。後食量は森本・岩崎（5）に従い，餌のクロマ

ツ枝上に残された後食痕の長さと最大幅を測定して算出

した。

　（２）シート型製剤の殺虫効果とマツ枯損防止効果

　２０００年６月９日に脱出直後の成虫１０頭（♂♀各５頭）

をシート型製剤（未使用および１ヵ月間使用）に１～２

秒間接触させ，（１）の条件下で個体飼育を５日間行なっ

た（図－２）。対照として，成虫をシート型製剤に強制

接触させない無処理区を設けた。６月１４日に成虫を３年

生クロマツ苗木４～５本と産卵用の６年生クロマツ伐倒

木９本（平均直径５ cm，総材表面積２．７m２）を設置し

た網室（３．４ｍ×１．６ｍ×２ｍ）へ放虫し，後食量，マツ

苗木における枯損発生および伐倒木への産卵痕数につい

て調査を行なった。また，枯損したマツ苗木の主幹部を

ハサミで細断して，ベールマン法によりマツノザイセン

チュウ検出を行なった。

Ⅲ．結果および考察

 （１）シート型製剤の施用方法とその殺虫効果　

　両側開放法の１５日以内の死亡率は６２．５％，片側開放法

は７５．０％であり，無施用区の３１．３％より２倍以上高かっ

た。１ヵ所集中法の１５日以内の死亡率は９５．７％，７日以

内の死亡率は８４．１％であり，無施用区の死亡率より顕著
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に高かった（表－１）。両・片側開放法の死亡率が１ヵ所

集中法に比べて低かったのは，シート型製剤に接触しな

かった成虫がいたためと考えられた。

　このように，松くい虫被害材に対するシート型製剤の

施用方法を工夫することによって，脱出成虫の殺虫効果

を高められることが判明した。

　また，シート型製剤施用区の１５日以内に死亡した成虫

の１日当りの後食量は，無施用区より少なかった（表－

１）。このことから，B．bassianaに感染した成虫では

後食も阻害されているものと考えられた。

　今後，さらに安定した殺虫効果を示し，作業効率がよ

い施用方法を検討していく必要がある。

 （２）シート型製剤の殺虫効果とマツ枯損防止効果

　１ヵ月間使用したシート型製剤に強制接触させた区

（処理区）の成虫の平均生存日数は６．１日であり，無処理

区の１２．２日と比べ有意に短かった（t‐test，p＝０．０１）

（表－２）。未使用のシート型製剤に強制接触させた区の

成虫は個体飼育期間中にすべて死亡した。

　処理区の個体飼育時の後食量は無処理区より少なかっ

た。網室放虫後のマツ苗木の後食量は処理区で２．２cm２

であり，無処理区の１１２．２cm２と比べ１／５０に減少した

（表－２）。

　伐倒木への産卵痕数は処理区が１５で無処理区の７１と比

べ約１／５に減少した。

　マツ苗木は処理区で４本中１本が枯れたのに対し，無

処理区では５本全てが枯死した（表－２）。なお，全て

の枯損マツからマツノザイセンチュウが分離された。な

お，卵の孵化率や成虫の羽化率は継続して調査する予定

である。
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表－１　各施用方法における捕獲成虫の死亡経過と
その後食量　　　　　　　　　　

１５日以内に死亡した
成虫の１日当りの
後食量（cm２±ＳＤ）１）

累積死亡虫数

捕獲成虫数施用方法 １５日以内
（％）

７日以内
（％）

０．６±０．６
４０

（６２．５）
２８

（４３．８）
６４両側開放法

０．６±０．５
６３

（７５．０）
４５

（５３．６）
８４片側開放法

０．５±０．４
６６

（９５．７）
５８

（８４．１）
６９１ケ所集中法

１．０±０．８
２１

（３１．３）
１１

（１６．４）
６７無施用区

１）後食量は森本・岩崎（１９７７）の方法により算出した。

表－２　各処理区における成虫の生存日数，後食量
　および産卵痕数ならびに苗木の枯損本数

苗木の
枯損本数

（枯損／設置）

伐倒木への
産卵痕数

平均後食量（cm２±ＳＤ）
平均生存日数
（日±ＳＤ）

処　理　区 網室放虫時
（生存虫全体）

個体飼育時

１／４１５２．２８．２±５．８６．１±１．２＊＊
野外で１ケ月間

使用したシート型製剤

－－－３．４±３．０３．８±０．４＊＊未使用のシート型製剤

５／５７１１１２．２１０．９±３．８１２．２±３．０無処理区

＊＊は対照区の値と１％水準で有意差があることを示す。

図－２　マツ枯損防止効果を検討した試験方法の模式図


